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市区町村名 東京都稲城市 

担当部署 企画部 企画政策課 

電話番号 （042）378－2111（内線 534） 

 

１ 取組事例名 

廃校施設を活用した複合施設（複合施設ふれんど平尾） 

２ 取組期間 

平成 25 年４月１日全館オープン 

３ 取組概要 

稲城市は現在も人口増加を続けている市であるが、開発が先行した平尾地区では、５階建て集合住宅全 68

棟から成る平尾団地が昭和 45年に入居開始となり、同年に稲城第五小学校が開校、さらに昭和 51 年に稲城

第八小学校が開校したが、児童数の減少に伴い、平成 14 年に当該小学校が統合され、稲城第八小学校が廃

校となっている。 

その小学校の廃校を活用し、生活文化施設、学校教育施設（教育相談室、特別支援教室相談室、適応指導

教室、学校経営支援室）、障害福祉施設（発達支援センター、就労継続支援施設）、生涯学習施設（郷土資料

室）、シルバー人材作業施設、体育施設、消防・防災機能と幅広い機能を集約した複合施設としている。 

４ 背景・目的 

小学校の廃校の有効活用により、市民の福祉の増進を図り、魅力ある豊かな地域社会の形成を進めるため。 

５ 取組の具体的内容 

下記内容を集約した複合施設として、平成 25 年４月１日に全館オープンした。 

(1)生活文化施設 

市民ホール、防音室、実習室、工作室、音楽室、調理室、会議室（６つ） 

 

(2)学校教育施設（教育センター） 

①教育相談室 

家や学校での悩みごと、心配ごとについて、心理や教育の専門家と一緒に解決の仕方を考える相談室。 

②特別支援教室相談室 

特別支援に関する就学相談、転学相談、入級相談を実施。 

③適応指導教室「梨の実ルーム」 

不登校または不登校傾向にある小中学生への学習支援、小集団での活動、相談活動等を行い、学校への復帰

に向けた取り組みを行う。 

④学校経営支援室 

退職した元学校管理職を配置し、教員の研修機能や、学校経営の支援を行う。 

 

(3)障害福祉施設 

①発達支援センター『レスポ―いなぎ』） 

発達障害の子供に関する相談や、発達支援の普及啓発事業を社会福祉法人に委託して実施。 
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②就労継続支援施設『エイトピア工房』 

一般就労が難しい方に働く場を提供し、就労に必要な知識および技能向上を目指すための支援を行ており、

パンやクッキーの製造販売、下請け作業他、外出支援事業、音楽活動、スポーツ活動などを行う。 

 

(4)生涯学習施設（郷土資料室） 

歴史展示室 1（原始古代から江戸時代の歴史資料を展示） 

歴史展示室 2（明治時代から現代の歴史資料を展示） 

民俗展示室（年中行事、民具、郷土芸能、石仏などの展示） 

標本展示室（チョウ類、トンボ類などの昆虫標本の展示） 

 

(5) シルバー人材作業施設 

シルバー人材センターが作業をする施設 

 

(6)体育施設 

体育館及びグラウンドを市民利用へ開放 

 

(7) 消防・防災機能 

プールを火災時・災害時の消防水利として活用。 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

・生活文化施設、学校教育施設、障害福祉施設、生涯学習施設（郷土資料室）、体育施設、シルバー人材作

業施設、消防・防災機能と、幅広い機能を１カ所に集約した複合施設であること。 

※シルバー人材センター、障害福祉の授産施設、郷土資料室の複合的利用については、平成 16 年度に地域

再生計画の特区を認定されている。 

７ 取組の効果・費用 

・多くの施設が複合的に入った施設のため利便性も高く、市民利用も多いため地域の魅力を高める。 

・教育施設である特別支援教室相談室と障害福祉施設である発達支援センターは、同じ事務室で執務をして

いることから、教育と福祉の両面から必要に応じてすぐに連携がとれ、発達障害の子供の就学前からの一貫

した支援を行えるようになった。 

 

【利用実績】 

・生活文化施設ふれんど平尾利用者数 20,468人(H25)、  24,379人(H26) 

・教育相談件数            2,024回(H25) 、1,952件（H26） 

・発達支援センター相談件数        614件(H25)、  1,428人(H26) 

・ふれんど平尾体育館利用者数    20,446人(H25)、  23,499人(H26) 

・ふれんど平尾グラウンド利用者数  14,587人(H25)、   9,870人(H26) 

・平尾まつり（ふれんど平尾会場）   1,662人(H25)、  1,718人（H26） 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

・多くの市民が利用する複合施設を新設するため、市民のご意見も伺いながら、また、市民の皆様へ丁寧な

説明をするため、複数回の市民説明会を行った。 
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９ 今後の予定・構想 

・市民がより利用しやすい施設となるように、効果を検証し、改善すべきことがあれば改善を進めて行く。 

１０ 他団体へのアドバイス 

市民のご意見も伺いながら、また、市民の皆様への丁寧な説明をするため、市民説明会等を複数回開催する

ことなどが重要。 

１１ 取組について記載したホームページ 

https://www.city.inagi.tokyo.jp/shisetsu/shougaigakushuu/friend_hirao.html 
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